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PET 装置は測定対象の周囲 360 度を多数の検出器で囲んだ構造をしており、
生体内に投与した放射性薬剤から放出されたポジトロンが対消滅した際に発生




ようとする研究も行われている。その 1 つに TOF-PET がある。  
TOF-PET装 置 とは従来の PET装 置 が収集している各検出器間の LOR情 報 に加え
て、検出器に到達した時間差（ time-of-flight, TOF）情報も利用する PET装置
のことである。TOFを利用するというアイディア自体は特に新しい考え方ではな
く PET研究の初期段階から提案されており、 1980 年代を中心に幾つかの研究グ
ループにより実際に開発が行われていた。しかしその時点で存在していたシン
チレーターで時間特性の良い物は CsI・ BaF 2 で あ り、これらは発光量等のその
他の特性で劣っており結果として PETとして満足いく性能を得られなかった。以













か ら 良 い エ ネ ル ギ ー 分 解 能 や 空 間 分 解 能 が 期 待 で き る 。 ま た 液 体 キ セ ノ ン は









を元に実際に PET 装置を製作した場合に得られる性能の見積もりを行っている。 
 以下に本論文各章の概要を述べる。  
 
第 1 章「序論」では PET 装置の原理や背景、また Depth of Interaction (DOI)
測定や TOF-PET 等の最近の PET 装置の研究で注目されている話題についても述
べている。さらに本論文の研究目的も本章で述べている。  
 






 第 3 章「試作型 PET 用液体発光検出器」では実際に製作を行った液体キセノ
ンシンチレーション PET 検出器について述べている。検出器は液体キセノンを










た検出器を 2 台使用し、片方の検出器の 180 度反対の位置にもう 1 台の検出器
を置き、その中央に 22 Naポ ジトロン線源を置き性能評価実験を行った。最後に
実験に用いられた測定回路についても述べられている。  
 




ー分解能 15.9%・時間分解能 260ps・空間分解能 2.1-3.5mm という TOF－ PET 検
出器として十分の値が得られた。また、 EM-ML 法を用い再構成を行い視野中心
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で 3.3mm の空間分解能を得る事が出来た。  
 








体での時間分解能は 550psec 程度と結晶を用いている PET 装置と比較して非常
に短いため、それらと比較して偶発同時計数イベントを減らすことが期待でき
る。空間分解能は視野中心で約 3.3mm であり、これは全身用 PET 装置としては
十分な分解能である。さらに液体キセノン PET 検出器は深さ（ DOI）方向の位置
を求めることが可能であるため視野領域外側での位置分解能の劣化を抑えるこ
とできる。また、各相互作用位置での時間分解能の平均は 300psec であるため
TOF-PET 装置として十分利用可能である。その際の再構成画像の S/N 比は TOF
を使用しない場合と比較して約 3 倍改善されると予想される。この様に液体キ
セノンを用いて PET 装置を製作した場合、PET 装置として十分な感度・分解能・
画質が得られる事を示した。  
 







液体キセノン PET 装置が実用機としても運用が可能であること示す。  
 
 第 8 章「結論」では本論文で得られた実験結果や考察から導き出せる結論を
述べている。液体キセノン PET 装置は現在使用されている全身用 PET 装置と比
較して十分に良い性能が得られると予想され、今後も実用化に向けてさらなる
研究を続けていく価値があると結論づけている。  
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